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• Microsoft Windows, Word2016はMicrosoft Corporation の商標です。
• その他本文中に記載がある会社名、製品名等は、一般に各社の登録商標
または商標です。











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































【例】 木下是雄の文章の引用 (⇒ p.19)
ブロック引用: 長い文章を、まとめて引用する場合は、改行して引用文のとこ
ろだけ、書かれている幅を少なくします [12]。
【例】 戸田山和久の文章の引用 (⇒ p.5)
要約引用: 引用部の内容を自分の責任でまとめて書きます。剽窃につながり
やすいので、十分注意して記述しましょう。









































表 1 大阪大学　図書館コモンズスペース一覧　 (附属図書館要覧に基づき作成)
スペース名　 　図書館名 開設時期
ラーニング・コモンズ 　吹田・理工学図書館 2009年 4月
ラーニング・コモンズ 　豊中・総合図書館 2009年 6月　
ラーニング・コモンズ るくす 　箕面・外国学図書館 2012年 4月　
グローバル・コモンズ 　豊中・総合図書館　 2012年 11月
ラーニング・コモンズ 　吹田・生命科学図書館 2014年 4月　
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理学部時代 (1933～1939 年に講師、助教授として在籍) の 1938 年に、大阪大
学で博士学位を取得したときの学位論文“On the Interaction of Elementary
Particles” （素粒子の相互作用について）です。この論文は、現在、大阪大学
附属図書館に保存されています。
 
